
土地改良団体における男女共同参画
土地改良区組合員からの女性理事登用事例

なかの やすこ

中野 康子 さん
県職員を退職後、生活改善グループ

や県の農山漁村ときめき女性等の認定
を受け地域で長年活動するほか、教育
委員等としても活躍してきた。
土地改良区においては平成25年10月

から現在まで３期にわたり理事を務める。
兼業農家であり、茶畑を営む。

Q．理事就任の際の正直な気持ちは？
教育委員等色々な活動の経験があったため、前任者から市を通

じて理事推薦の話をいただいたときも、特段、抵抗はありません
でした。子供が独立し家庭も落ち着いていたことや、他の理事に
知人がいたことも、進んでお引き受けした理由の一つです。

Q．理事として仕事をする中で感じたことは？
理事会資料の専門的な言葉を理解するのは大変でしたが、その

都度、他の理事や事務局の方に教えてもらいました。
また、地域の営農者との意見交換の場である「水土里茶話会」

（土地改良区主催）では、皆様の本音を聞くことで理事としての
やりがいを感じられ、終始雰囲気も良く、楽しく参加しています。
一方で、上述のように土地改良区は一般に馴染みがないことも

多いですから「土地改良区の役割について、地域の方にどの程度
伝わっているのだろう？」と考えることもあります。

理事と良好な協力体制を築くことが重要

理事の仕事に男女差は関係ない
本土地改良区において、理事は年４回の理

事会や、地域の用水組合との意見交換会等の
イベントに出席してもらっています。一部の
理事は各種委員会等にも参加いただいており、
そこでは専門的な事柄も話題となりますが、
理解度に性別は関係ないと考えています。
意見を受けて着実に改善していく
中野理事が就任当初、資料の量に驚かれ「当日にこの量の資料確認をするのは少

し大変ではないか」と相談いただきました。事務局としても、事前説明の必要性の
高さも考慮し、これを機に資料の事前配付・説明を行うようになりました。
事務局と理事との関係にとどまらず、このような「皆さんの意見を汲み上げる」

という姿勢は日々大切に考えており、近年は、用水組合をはじめ地域関係者との連
携強化を課題として様々な取組を行っています。

協力体制
の工夫

役員研修
の開催

役員改選に合わせ、土地
改良区という組織の概要や
役員の責務等について研修
会を開催。施設の現地視察
も行う。
また、２年に１度の研修

として先進地視察を実施。

地域との
交流
イベント
の開催

地域関係者の意見をもら
う機会として、「水土里茶
話会」をはじめ年に数回意
見交換会等イベントを開催。
これにより、地域の代表

といった役割も持つ理事の
職務の円滑な遂行に寄与し
ている。

“土地改良区は男性の団体”というイメージを
土地改良区も、女性自身も、変えていかなければ

活動の様子を広めることで、より良い環境が生まれる
土地改良区という立場は、世間的に見れば未だ男性のものと

いう固定観念が強い。土地改良団体に関わる女性のための全国
的な集まり等により女性の活動の様子を広めることで、地域や
家庭で理解が深まり、女性がより土地改良区に関わりやすい
環境が生まれていくものと思っています。（中野理事）

固定観念の打破には意識的な行動が必要
当地域でも固定観念はまだまだ強く残っています。今後、理事や総代等に女性を増

やしていくには、関係市町村など地域女性の情報を持っている関係機関の協力を得て
候補者を探して貰うなど、意識的な行動が必要だと感じています。（谷河事務局長）

中野理事（中央）、谷河事務局長（右二人目）
はじめ土地改良区職員の皆さん

所在地：静岡県島田市
面 積：5,145ha 組合員：9,264人
総 代：80人（うち女性－）
理 事：25人（うち女性２名）
監 事： 5人（うち女性－）
職 員：13人（うち女性２名）
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